




 

３．経費の使用状況（申請時の計画に対する実績を記述） 

 

・当初の計画通り一年目に設備備品費として極低温反応機 UC マイクロリアクターを購入し

低温での反応を行う際に使用した。 

・また消耗品費として有機合成の実験に用いる撹拌機や試薬・溶媒などを購入して当該研究

課題のための実験に使用した。 

・その他の経費として発表論文の掲載号のフロントカバーの経費に充てた。申請時には計上

していなかったが、運よく研究成果を広める機会を得たので他の経費を抑えて本経費に充て

た。 

４．将来展望（今後の発展性、実用化の見込み等について記述） 

 本研究課題を通して我々は含カルバゾールイソフロリンパラジウム錯体について評価し

た。通常イソフロリンは反芳香族による不安定化のため取り扱いが困難だが、今回合成した

化合物群は高い安定性を有していた。カルバゾール骨格を組み込むことでポルフィリン類縁

体の一つであるイソフロリンを容易に構築できることがわかった。今後は大量合成可能な安

定な反芳香族ポルフィリノイドを開発する。 

 またトリアゾールで架橋したものは合成の最終段階の検討中であり、引き続き調査を行い

研究を完成させる。 

 

５．成果の発表（学会での発表、学術誌への投稿等を記載。予定を含む） 

論文発表 

“Pd-Complexes of Carbazole-Based Chalcogenaisophlorins: Synthesis, Structure, and Solid-State 

NIR Absorption Spectra” C. Maeda, K. Takaishi, T. Ema, ChemPlusChem 2017, 82, 1368–1371. 

DOI: 10.1002/cplu.201700430. 

掲載号のフロントカバーとして採用された。 
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